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【緒言】素粒子物理学の重要な課題であるニュートリノレス二重ベータ崩壊の存否検証のために，

（１）線源核種が多量装荷され，かつ（２）同核種を含む化学種がシンチレーションを阻害しな

い，液体シンチレータの開発が求められている．これまでに，液体シンチレータの主成分である

トルエンに，線源原子核の金属錯体を溶解させる事例が報告されているが，シンチレータ中での

同錯体濃度の上限は 0.5 wt % に留まっており，また金属錯体による消光を回避できていない 1)．

この局面を打開するための策として，我々は，液体シンチレータ

中への当該金属含有ナノ粒子の高濃度分散を案出し，ZrO2やMoO3

ナノ粒子の亜臨界水熱合成を行ってきた 2) 3) ．この合成過程では，

水相と油相とが混合し，ナノ粒子表面の有機修飾が容易になる．

更に、有機分子をナノ粒子に修飾することで，ナノ粒子の液体シ

ンチレータに対する分散性の向上が期待できる．本講演では，線

源核種として Mo に着目し，亜臨界水熱法により作製した有機分

子修飾 CaMoO4 ナノ粒子を装荷した液体シンチレータの開発につ

いて報告する． 

【実験方法】Na2MoO4水溶液 とCa(NO3)2水溶液とフェニルプロピオ

ン酸及びトルエン0.25mLを容積5 mlの反応管に封入し，圧力30MPa，

温度 300 ℃で 10 分間亜臨界水熱反応を行った．得られた反応物をト

ルエン 15 ml で捕集し，一晩静置した後，沈殿物を取り除き，CaMoO4

ナノ粒子分散トルエン溶液を得た．次に，トルエン分散液からTEM像

の観察を行った．得られた分散液のMo濃度を ICPで求めた．また，

分散液の吸収スペクトルを測定した．  

【実験結果】図１に捕集後に静置したCaMoO4分散液の様相を示す．

透明な CaMoO4分散液でのレーザー光によるチンダル現象が認められ，

トルエン溶液中のナノ粒子分散が確認された．図２に CaMoO4分散液

の TEM像を示す．粒径は約 60 nmであった．ICP による濃度分析の

結果，分散液中の Mo 濃度は 0.24 ppmに留まった．図３に CaMoO4

の吸収スペクトルを示す．当該分散液は，400 nm以上では透明であっ

た．以上より，CaMoO4ナノ粒子分散液においても，一般的な液体シ

ンチレータの発光波長において透明であることが確認された． 
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図１ CaMoO4 分散液の様相 

図２ CaMoO4 の TEM像 

図３ CaMoO4 分散液の吸収スペクトル 
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